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シ
リ
ー
ズ
●
わ
が
ま
ち
の
文
化
財<

28>
 

  

 

町
指
定
重
要
文
化
財 

 

地
頭

じ

と

う

八
幡
神
社
棟む

な

札ふ
だ

（
二
枚
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
44
年
11
月
20
日
指
定 

 

地
頭
八
幡
神
社
は
永
享
12
（
一
四
四
〇
）
年
再
建
の
棟
札
を
最
古
に
、
天

正
12
（
一
五
八
四
）
年
、
寛
永
８
（
一
六
三
一
）
年
、
承
応
年
間
（
一
六

五
二
～
一
六
五
四
）、
天
和
２
（
一
六
八
二
）
年
な
ど
の
棟
札
が
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
永
享
12
年
の
も
の
は
長
さ
１０４
㎝
、
幅
11.2
㎝
あ
り
ま
す
。 

天
正
12
年
の
も
の
に
は
、
銘
文
の
中
に
毛
利
元
就
の
末
息
子
で
あ
る
毛
利

元 も
と

総 ふ
さ

（
の
ち
に
小
早
川
秀 ひ

で

包 か
ね

）
の
名
前
が
「
大
江

お

お

え

朝
の
あ
そ

臣 ん

元
総
」
と
し
て
出

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
戦
国
時
代
に
こ
の
地
域
が
毛
利
氏
の
勢
力
下

に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
棟
札
と
は
棟
上
の
時
に
施
主
や
大
工
の

名
前
、
施
工
年
月
日
な
ど
を
記
す
、
木
札
（
由
緒
書
き
）
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
工
事
の
安
全
と
、
将
来
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
の
幸
福
や
、
建
物

の
末
永
い
存
続
を
祈
願
す
る
た
め
に
、
屋
根
裏
に
あ
る
棟
木
に
打
ち
付
け

ら
れ
ま
す
。
地
頭
八
幡 

神
社
棟
札
は
武
士
た
ち 

が
地
域
の
氏
神
へ
、
地 

域
の
名
士
と
し
て
建
物 

の
新
築
・
再
建
に
貢
献 

し
て
い
る
様
子
が
う
か 

が
え
る
資
料
で
す
。 

大
字
宇
津
戸
地
頭
八
幡
神
社
所
蔵 

大
田
庄
歴
史
館
寄
託
展
示 

 

筆
書
き
の
文
字
が
墨
書
銘
。 

前
後
の
部
材
の
継
ぎ
目
と
頭
の
部
材
の
接

合
部
が
み
え
、
寄
木
作
り
の
工
法
が
よ
く
わ 

か
る
。 

仏像の胎内 
●
シ
リ
ー
ズ
●
わ
が
ま
ち
の
文
化
財<
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県
指
定
重
要
文
化
財 

 

木
造

も

く

ぞ

う

阿
弥
陀

あ

み

だ

如
来

に

ょ

ら

い

坐
像

ざ

ぞ

う 

昭
和
53
年
10
月
４
日
指
定 

 

 

寄
木
造

よ
せ
ぎ
づ
く
り

、
玉
眼
、
像
高
85
㎝
、
金 き

ん

箔
押

ぱ
く
お
し

の
坐
像
で
、
承
元
四
年
（
一

二
一
〇
）
に
制
作
さ
れ
、
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
に
修
理
さ
れ
た
こ
と

が
胎
内

た
い
な
い

銘 め
い

に
あ
り
ま
す
。
痩
身

そ
う
し
ん

で
着
衣
の
彫
り
が
浅
く
、
納
衣

の

う

え

の
上
に

袈
裟

け

さ

を
着
て
お
り
、
仏
教
美
術
史
的
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
特
徴
が
見
ら
れ

る
仏
像
で
す
。
後
の
室
町
時
代
の
修
理
で
螺
髪

ら

ほ

つ

な
ど
は
大
き
く
姿
を
変
え

て
い
ま
す
が
、
中
世
の
仏
像
彫
刻
と
し
て
貴
重
で
す
。 

訪
問
に
あ
た
っ
て
は
信
仰
の
対
象
の
た
め
、
事
前
に
永
寿
寺
の
了
解
が
必
要
で
す

。 

ま
た
、
拝
観
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

墨書銘 


